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第2160回　例会
2016年11月28日　P.M.0：30〜1：30　晴
●司会（山口眞会場委員）
●出席報告（二村忠宏委員）
　会員出席　134名中　107名　出席率 89.17％

　　　　　　　　前々回修正　出席率 99.18％
　スピーカー　愛知県中警察署　署長　中根　健氏
●ロータリーソング（志水哲也委員長）
　「友達になろう」
●会長挨拶（梶田知会長）

　皆様、こんにちは。本日は日本酒
についてお話致します。日本酒の
歴史は、一説によるとスサノオノミ
コトの時代に近いものがあったと
いう説もありますが、確かではあり
ません。確実な説としては、奈良朝

時代の700年代に編纂された播磨国風土記に記さ
れたものが最も古い記述です。現在とほぼ変わらな
い製法によって色々な種類の酒がつくられていたよ
うです。日本酒にはその時代の独特の製法がいまに
生きています。その１つが糖化と発酵を同時に進行
させる高度な製造法「並行複発酵」です。しかも､ア
ルコール分が20度程度も出るというのは世界の中
でも日本酒だけです。
　また、もう１つは1800年代半ばにパスツールが
発見した殺菌法に先立ち、室町時代の1400年代に
おいてしぼった酒を貯蔵前に65度程度に加熱殺菌
し、酵素の動きを止めて香味の熟成を図る火入れを
行っていたことです。江戸時代になって日本酒は商
品化されますが、1657年に酒株を設定し、免許者に
限って酒造が許されるようになりました。1698年の
幕府の調査では、全国の免許状は２万7251個、醸造
数は約16万6000キロリットルでした。戦後のピーク
は昭和50年頃で、免許状数3500余り、製造数量は
175万キロリットルでした。しかし、平成25年に免許
状は半分以下、製造数量も58万7000キロリットル
と３分の１程度となり、直近３年間も毎年２%ずつ
減少して歯止めがかかりません。
　日本酒の種類は吟醸酒、純米酒、本醸造などの特定
名称酒とそれ以外の普通酒に分類されますが、特定
名称酒に限れば直近２年間で２%程度伸びており、
日本酒ブームとも言われています。また、国家戦略
プロジェクト「クールジャパン」の中での国酒プロジ
ェクトや、ユネスコ無形世界遺産に和食が登録され

たり、世界最大のワイン品評会で10年前より日本酒
部門が制定され、海外でも評価されています。そうし
た追い風もあり、海外では直近５年間で32%増の1
万8180キロリットルと日本酒販売量の3.2%を占め
るようになっています。国別では、１位がアメリカで
シェアが35.7%、２位が香港で16.3%、３位が韓国で
9.7%､続いて中国、台湾、シンガポール、カナダ、オー
ストラリア、イギリスとなっています。このような海
外での日本酒需要拡大は今後も大いに期待したいと
ころですが、私としては懸念材料も感じています。
　私は商売柄、海外に行くとスーパーなどの酒売り
場を見たり、日本食店に入ると日本酒をあえて注文
します。しかし、日付の古い酒、劣化した酒が多々見
受けられます。特にアメリカは通関に半年程度かか
るケースが多いようです。私も劣化臭がひどい日本
酒を出された経験があり、交換をお願いしましたが
叶いませんでした。ワインはテイスティングの後に
交換も可能なのですが、日本酒はまだ本来の味も劣
化した味も分からないようです。いち早く流通ルー
トの確立をお願いしたいと思いします。
　私共のグループ会社で、今週末でしぼりたて新酒
が出来る予定ですので、この４合瓶を次週例会時に
皆様に差し上げたいと思います。冷蔵保存していた
だき、１ヵ月程度でお飲み下さい。是非ご賞味いただ
き、ご感想を伺いたいと思います。

　愛知県中警察署に広報用懸垂幕一式を贈呈する
にあたり、梶田会長より中根中警察署長に目録が贈
呈されました。また、中根中警察署長からは感謝状
が梶田会長に贈られました。
●幹事報告（岩月雅章副幹事）
①ロータリーレートが12月より１ドル106円に変更

されます。現行は102円です。
②次週例会終了後、午後１時40分より第６回理事会

を２階「旭」の間にて開催致します。

ロータリー財団月間

目録贈呈
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　11月22日に還暦を迎えられた鶴見俊成君に、梶
田会長よりお祝いの花束が贈られました。
●社会奉仕委員会報告（松本健一郎委員長）
　歳末募金のお願いを袋入れ致しました。12月12
日㈪の家族忘年会の会場前にて募金活動を行いま
すので、ご協力をお願い致します。
●ゴルフ会報告（柴田裕二郎君）
　ゴルフ会新年会を１月12日㈭午後６時30分よ
り、木曽路瓦町店で開催致します。多くの方のご参
加をお待ちしています。
●ニコボックス委員会報告（宮内誠委員）

若手の育成
愛知県中警察署　署長　　　　　 　　中根　健氏

　私は、前任が警察学校長でした
ので。警察官、中でも若い警察官を
いかに育てていくかということに
ついてお話したいと思います。
　まず、警察官が全員経験してい
る警察学校について説明致します。

１日の生活は朝６時起床、グランドでの点呼、国旗掲
揚、体操、ランニング、その後朝食、９時から５時まで
昼食を挟んで授業を行います。夕食後は風呂、自習、
自由時間の後、10時点呼、11時消灯というサイクル
で同期生が切磋琢磨して勉強しています。教養期間
は大卒が約６ヵ月、高卒は約10ヵ月、警察学校で基
礎的な教養を受けた後、各警察署の交番に配置され
指導員のもとで仕事をします。３ヵ月間警察署の交
番勤務を経験した後、再度警察学校に入校し再教育
を受け、概ね大卒で１年３ヵ月、高卒では１年９ヵ月
で独り立ちして「交番のお巡りさん」になります。
　次に育成に関してですが、警察学校長としては教
官に対する指導と学生に対する指導の両面から行

っていきます｡教官は学生40〜45人を１クラスと
して、正担任教官と副担任教官の２人が中心となっ
て指導します。警察学校での教養は警察官の原点で
あり、最初に接する教官は正に神様的な存在です。
そのため、教官の指導の在り方が学生の今後の警
察人生に大きな影響を与えます。実際に、警察官で
警察学校の担任教官の名前を忘れる者は絶対にい
ないと言っても過言ではありません。こうしたこと
から、間違っても感情的な指導とか心理的負担を与
えるような、いわゆるパワハラやセクハラは絶対厳
禁、厳しい指導の中にも愛情を持って育てるように
指示しています。
　警察学校長として私は学生に４つのことを指導し
ていました。１つ目は、「正義の味方」になってほしい
ということです。気は優しくて力持ち。治安の維持に
あたり、悪と対決し、悪に対して決してひるまない強
い警察官になって欲しいと思います。２つ目は「夢を
持て」です。警察組織の素晴らしいところの１つとし
て公平、平等があります。本人のやる気や資質次第
で、昇任も専務への登用も実現できます。刑事にな
って犯人を捕まえたい！機動隊に入って被災者を助
けたい！白バイに乗ってマラソンの先導をしたい！
パトカーで仕事をしたい！署長になりたい！等々､ど
れもが可能な道なのです。３つ目は、「前を向いて進
め」です。万が一失敗しても落ち込まない。落ち込ん
でいる暇はない。反省して、同じ失敗を繰り返さない
ようにして欲しいと思います。４つ目は「同期の絆」
を大切にして欲しいです。同期生は、同じ釜の飯を食
った同志です。しかし一方ではライバルでもありま
す。警察は階級社会です。同期生でも最終的には交
番のお巡りさんから警察署長まで差が出ます。以上
のような内容を自分の子供より若い警察官に対し
て話し、モチベーションを上げていました。卓　　話

─例会ご案内─
◦次週例会　　　12月12日㈪　例会変更
　家族忘年会
　於）名古屋観光ホテル　3F「那古の間」
　　　　　　PM５：00〜受付（アペリティフ）
　　　　　　PM６：00〜８：45　家族忘年会

◦休会のお知らせ◦
12／26㈪　名 古 屋 東ＲＣ
12／26㈪　名 古 屋 栄ＲＣ
12／26㈪　名古屋昭和ＲＣ
12／27㈫　名　古　屋ＲＣ
12／27㈫　名古屋名東ＲＣ
12／27㈫　名古屋千種ＲＣ
12／27㈫　名古屋名南ＲＣ
12／27㈫　名 古 屋 錦ＲＣ
12／27㈫　名古屋城北ＲＣ

◦例会臨時変更◦ メークアップ受付可（受付時間　11:30〜12:30）
★印の夜間受付時間は会場ホテルにてご確認下さい。

長寿の祝い


